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○ - 服飾造形論Ⅱ

プロダクト全般に関する仕事を理解して、製造工程・縫
製方法に関する知識、縫製機器の取り扱い、服飾付属品
関連知識、素材の種類や生地の特性に対応した裁断・芯
貼り・縫製、また、補正に関する知識・技術を習得す
る。

2
前
後

30 - ○ △ △ ○ ○ ○

○ -
アパレル素材

Ⅱ

アパレル素材の中で、主にテキスタイル染色における基
礎知識の理解を目的とする。代表的な衣料用素材に対し
市販の材料を使って実際に染色を行う。様々な染料や助
剤を使用し、染色技法を試すことで知識・技術を習得す
る。ファッション衣料としてのテキスタイルの総合理解
を深める。

2
前

15 - △ ○ ○ ○

○ -
服飾デザイン

Ⅱ

株式会社ハードの商品企画やスーツの製品企画を行う。
就職活動で自身が着用するスーツの企画書を作成する。
また自身のイメージをどう表現していくか探究し、クリ
エーションショーに向けてデザインを考え、ポートフォ
リオを作成する。デザインをすることに重点を置き、幅
広い柔軟なアイデア発想を強化する。

2
前
後

105 - △ △ ○ ○ ○ ○

○ -
ドローイング

Ⅱ

イメージしたデザインを視覚的に表現することを目的と
し、一年次に学んだ基本的なテクニックを踏まえて様々
な画材での着彩方法を学ぶ。学生の感性を磨く為に、各
種コンテストへの応募･入選を目標とする。※コンテス
ト作品への対応を行う為、前後期イレギュラーな回数で
行うが、通年で換算することとする。

2
前
後

60 - △ △ ○ ○ ○

○ -
グラフィック

Ⅱ

Adobe Illustratorの基本操作を前期で習得する。ま
た、画像をスキャンしAdobe Photoshopの復習も兼ね
る。スーツを写真撮影しデータ化する。また、株式会社
ハードの職業実践で制作した商品の営業台帳・ロゴを制
作する。服飾デザインと連動し、データ化した際に魅力
的になる資料作りを目指す。

2
前
後

60 - △ ○ ○ ○

○ - アパレルCADⅠ

東レクレアコンポのソフトを使用しアパレルCADの基本
操作の講義。主に原型操作・スカートのデザイン展開を
しながらパターンマジックのメニューの基本操作を習得
する。後期からは前期で習得したメニューを使用して、
自ら企画したＳＫの作図をする。又それに準じた、マー
キング・工程分析書・縫製仕様書を作成し工場に送り出
す前の作業の流れを把握する。

2
前
後

60 - △ ○ △ ○ ○

○ -
パターンメー

キングⅡ

人体の構造、体形を理解して、服種別・シルエット各種
のパターンメーキングを習得する。また素材に応じて、
ゆとりや厚み分量を考慮したパターン展開法を身に付
け、生産に向けた量産パターン（縫い代付け、合印、グ
レーディング）の知識・技術を習得する。

2
前
後

405 - ○ △ △ ○ ○ ○

○ -
ドレーピング

Ⅱ

ドレーピングに関する基本的な知識・技術を理解し、身
体の構造を読み取りながら、数値にとらわれることのな
い感性豊かな服作りが出来る技能を身につける。布目の
重要性、ボディとパターンの関係、ドラフティングの仕
方など、平面製図と比較しながらドレーピングの理解を
深める。

2
前
後

30 - △ ○ ○ ○

○ - ソーイングⅡ

パタンナーやデザイナーの意図を汲み取り、縫製仕様書
に従い、裁断した生地を素材特性や柄などに配慮しつ
つ、ミシン操作、アイロン作業、最終仕上げまで、各種
部分縫いを交えながらより良い制品としての技術を習得
する。薄物素材、ニット素材、厚地ウール、特殊素材な
どで製品を製作する。

2
前
後

285 - △ △ ○ ○ ○ ○

○ -

流
通
・
販
売

市場調査Ⅱ

ECをふくめた、ジャンルを問わず幅広いブランド、
ショップ等を調査する事で、今の市場のニーズ、トレン
ドをとらえる。また、服飾デザインⅡ、ソーイングⅡ、
パターンメーキングⅡと連動し、自身の制作物に設定さ
れたブランドの競合ブランドのリサーチを行い、比較検
討の材料、方向性決定の根拠の一つとする。

2
前
後

30 - △ ○ ○ ○ ○ ○

10　科目合計 単位時間： 1,080 時間

総
論

デ
ザ
イ
ン

パ
ソ
コ
ン

服
飾
造
形

（別紙様式2）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要
令和6年度（服飾専門課程ファッションデザイン専攻科2年）

分類

種
　
　
別
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数

授業方法 場所 教員





2　企業等との連携については、実施要項の3（3）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等

指定された教室及び実習を通して、知識・技術を習得する。
前期試験（9月）、後期試験（進級試験）及び、各科目の提出物、出席で評価。

１学年の学期区分 前・後期

１学年の授業期間 全42週

進級クラスは前期4－9月末を19週とし、後期10月-3月までを23週とする。
卒業クラスは前期4－9月末を19週とし、後期10月-3月までを22週とする。

（留意事項）

1　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。


